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１　検査部

沿革と業務体制

　臨床検査業務を行う検査部は中央診療施設の主要部
門として、当大学病院が果たす地域医療機関としての
役割、最先端高度医療の推進および教育機関としての
責務に貢献できる体制を整えている。診療、研修およ
び研究の支援部門として迅速で質の高い臨床検査を診
療側へ提供している。

業務内容の特徴と実績

１）今年度の取り組み
　平成１９年度の全検査件数は約６１０万件であり、平成
１８年度比で０．８％の微増であった。これは全診療科の
協力を得ながら実施したセット検査の見直しにより、
不要な検査オーダーが削減されたためと考えられ、
セット検査見直しの効果が確認された。
　平成１９年度はバーチャル超音波検査センターが稼働
し、消化器内科および放射線部医師と共同して新たに
腹部および頚部超音波検査を開始した。センター稼働
に伴い、超音波検査件数（臓器別件数）が１日当たり
２５．２人から３８．８人（１５４％）に増加している。
　外来中央採血室の採血管準備システムが更新され、
併せて採血室の改装が行われた。患者受付間口が広が
り最大５人体制で患者受付が可能になった。採血台が
１０台に増強されたことに伴い、検査部から採血要員と
して１名追加配置を行っている。外来中央採血室の患

者数は年々増加を続けているが、採血待ち時間の短縮
（約４０分から２０分未満に短縮）と採血患者増加への対
応を可能とした
　平成１９年６月から検査部広報誌「ラボニュース」を
創刊し、年度中に３回発行を行った。各診療科外来・
病棟等に掲示していただいており、新規検査や検体採
取時の注意点などについて広報を行った。
　病院機能評価受審の機会を捉えて、安全管理マニュ
アル、機器保守管理マニュアルおよび検査室単位での
業務日報等を再整備した。業務安全管理と臨床検査精
度保証の徹底にいっそうの充実が図られた。

２）システム検査部門
　システム部門は、検査業務の効率化、迅速化、省力
化、低コスト化を実現する自動化検査部門である。
外来至急検査は採血から報告まで血液検査で３０分、化
学系検査で１時間前後、腫瘍マーカーや内分泌系検査
の大部分を即日報告するなど迅速で高精度な成績を臨
床に提供しており、外来診察前検査や検査後再診察が
可能となっている。本年度は尿検査処理装置や尿化学
検査装置などの更新、異常データの迅速な病院情報シ
ステムへの
反映などの
改善が行わ
れ、夜間休
日の緊急検
査項目に白
血球分類等
を追加して
診療利便性
の向上に寄
与している。
　採血室業務は検査部全体で取り組んでいるが、ス
タッフの多くはシステム部門所属であり、本年度から
採血室の早朝立ち上げを開始するなど患者サービスの
改善に機動的に取り組んでいる。

３）遺伝子細胞部門
　遺伝子細胞検査部門は、ウイルス感染症、免疫不全
症、造血器悪性腫瘍などにおける検査を行っている。
また、血液腫瘍内科と連携した樹状細胞による急性骨
髄性白血病に対する細胞免疫療法や他大学と連携した
サイトメガロウイルス・ＥＢウイルス検査標準化法の確
立など、院内外の先進医療を支援している。

４）微生物検査部門
　当部門は、感染症診療の情報発信源として感染制御
部との密な連携を通して、臨床現場で役立つ情報を提
供して感染症診療に貢献している。結核感染の診断法
であるＱｕａｎｔｉ ＦＥＲＯＮ ＴＢ－２Ｇについて複数の診
療科と共同研究を行い早期診断法として改良に取り組
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連絡先：０７５‐７５１‐３５０２（部長室）
　　　　０７５‐７５１‐３４８０（検査部）

１）先進医療のサポート
　・検査の迅速報告と業務の効率化、低コスト化
２）感染症診療の情報源
　・感染制御部との密な連携
３）生体検査の充実
　・超音波検査センターおよび生理検査の拡充
４）遺伝子細胞検査
　・移植医療への貢献

部門・尿検査室システム



７５検査部

んでいる。また、地域医療支援活動として京都府下の
病院・診療所に対して院内感染対策チームの一員とし
て感染制御認定臨床微生物検査技師（ＩＣＭＴ）派遣を
行っている。

５）生理機能検査部門
　生理機能検査部門は、種々の診断機器を用いて臨床
診断に必要な情報を患者から直接検査する部門であ
り、主な検査項目としては、脳波、筋電図、誘発電位、
神経伝導速度測定など脳・神経・筋系の検査を行って
いる。また呼吸機能、心電図、ホルター心電図、ト
レッドミル運動負荷心電図、心音・心機図、心臓超音
波・血管超音波など呼吸・循環器系の検査を行ってお
り、大血管や腎動脈、四肢の動脈および静脈の評価に
も取り組んでいる。また消化器内科と連携し、尿素呼
気試験も担当している。当部門の特徴としては、脳死
判定を含めた病棟への出張脳波検査（ＡＢＲを含む）が
挙げられる。
　平成２０年３月には診療支援高度生理検査総合システ
ムが稼働し、バーチャル超音波検査センターも稼働を
開始した。外来棟地下１階の放射線部超音波検査と外
来棟２階の消化器内科超音波検査が統合されて第２超
音波検査室として運用を開始した。併せて、検査部の
超音波検査室を１ベッド拡張するとともに、第二超音
波検査室と情報システムを共用する第１超音波検査室
となった。両検査室は超音波検査センターとして電子
カルテ上での統合運用を開始しており、院内外を問わ
ず、超音波検査の見学・研修を行いつつ、院内全体の

超音波検査ニーズの対応を行っている。

 

　

高度医療等への貢献

　当部はチーム医療へ積極的に取り組んでいる。入院
患者の糖尿病教室における検査指導、ＮＳＴへの参加お
よび病棟での採痰指導を行い患者・診療側双方から好
評を得ている。また、超音波検査をテーマとした院内
講演会を実施するなど、診療科・各部門と連携した臨
床検査サービスの提供を続けている。
　検査部は中央診療施設として各診療科における先進
的医療を支える立場にあるが、検査項目によってはそ
れ自体が先進的内容であるものもある。ＥＢウイルス
やサイトメガロウイルスの定量検査は、移植医療にお
いて欠かせないものとなっている。
　今後、超音波検査センター機能の拡充、光トポグラ
フィー検査の開始などを通じて、幅広い検査領域から
高度医療を積極的にサポートしていくものである。

　平成１９年度検査部検査実施件数 （件）
 
　　検査項目 外来 入院 合計
 
　一般検査 １１３，８２２ ４６，６５９ １６０，４８１
　血液学的検査 ４２３，５５７ ３２５，３４０ ７４８，８９７
　生化学的検査 ２，４８６，９４１ １，６１５，６７５ ４，１０２，６１６
　内分泌学的検査 １１９，８１９ ４０，８２２ １６０，６４１
　免疫学的検査 ２１３，７０１ １２４，１１５ ３３７，８１６
　微生物学的検査 １５，３５１ ６０，６６１ ７６，０１２
　病理学的検査 １７，１６２ １２，９４９ ３０，１１１
　その他の検体検査 ４，５５１ ２，８６５ ７，４１６
 
検体検査　小計 ３，３９１，２５３ ２，２２７，９９３ ５，６１９，２４６
 
（時間外・緊急検査） （４６，３４８） （２７１，１８６） （３１７，５３４）
 
　循環器機能検査 １５，８２０ ６，７８５  ２２，６０５
　脳・神経機能検査 ２，２３５ １，０６９ ３，３０４
　呼吸機能検査 ８，０９４ ４，７８８ １４，０４２
　超音波検査 ８，３３４ ５，２０４ １３，５３８
　その他の生理検査 ４３２ ２６２ ６９４
 
生理機能　小計 ３４，９１５ １８，１０８ ５３，０２３
 
　採血・採液等 １３１，０９３ ０ １３１，０９３
 
合　　　　計 ３，６０３，６０９ ２，５１７，２８７ ６，１２０，８９６
 


